





















































































和歌山大学教育学部：（研究代表）上野  智子  菅 道子 





















きのかわ支援学校の音楽科授業は低学年（ 1・2・3 年）と高学年（ 4・5・6）の 2 集団で
行われている。近藤先生らが担当するのは低学年、 26 名である。





器楽活動《赤鼻のトナカイ》では次の 3 点を変更した。 1 点目は、器楽活動におけるリ
ズムパターンについてである。器楽活動では、「サンタ（♩♩♩ ）」「そり（♩ ♩ ）」の 2 種類



































































る。本実践は音楽室が使用できなかったため、 1 年生の 2 教室を繋げて使用した。子ども
たちの並び方も横 1 列だったこと、また室内で音が十分に響かないことからキーボードや
バスブロックバーの音が聴こえず、子どもの即興演奏を支える音が十分に機能しなかった。



































































































































─ 34 ─ ─ 35 ─
こどたちによる「かみなりどんの世界の絵」
3-3．音楽科授業における即興音楽活動の実際②（ zoom を用いたワークショップ）























































はこの場面を通して協議を深めることができた。本共同研究のテーマである「 1 人 1 人が
参加可能」とは、誰もが同じようにできるというのではなく、誰もが様々な形で関わるこ
とができるということではないかと考える。今後も現場の先生方との協働の中で、学校の
中の音楽の可能性を探っていきたい。
─ 35 ─
